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実践とフィードバックを通じた、設計モジュールの改善

本町橋をモデルとし、コミュニティ共創等の手法
を通じて、地域アイデンティティの醸成と構築を
図るものだ。また、空間モジュールの開発および
作ることも並行して進めていく。

4つの橋でのモジュールの利用状況をチェックし、
その結果から、日常生活に合わないデザインを随時
入れ替えていく。

運用マニュアルを作成し、モジュール空間の利用シ
ーンとの適合係数を算出することで、マニュアルを
制度化し、良好な運営システムを構築する。

異なる橋の周辺環境空間に合わせて、それぞ
れに適した機能を持つモジュールを投入し、
多機能なシーンを構築する。
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本町橋

錦橋

中之島橋
水晶橋

本町橋のポジショニング：コミュニティの活力
とイノベーション実験の場
ターゲット層：クリエイティブな仕事に携わる
人々、若者、家族層、そして水上アクティビテ
ィや文化活動に参加する市民など、多様な人々。

水晶橋のポジショニング：象徴的な玄関
口となるランドマーク
ターゲット層：18 歳から 24歳の若者、
及び斬新な体験を求める家族層など。 
これらの層は、ファッションやエンター
テイメント、目新しい体験に強い関心を
持つ傾向がある。

錦橋のポジショニング：通行と休憩のため
ターゲット層：25 歳から 34歳のビジネスパーソン
や買い物好きの人々。 
特に、スムーズな通行ルートと短い休憩スペースを
求める、ビジネスマンや通勤者などが含まれる。

中之島ガーデンブリッジのポジシ
ョニング：文化・レジャーの拠点

ターゲット層：25 歳から 44歳の
層
彼らは経済的に安定しており、生
活の質や文化体験を重視する。

大阪にある
町橋への
横展開

地域共創ワークショップ

空間維持管理活動

イベント参加の申し込み

近年、中之島ガーデンブリ
ッジ、錦橋、水晶橋、本町橋
の 4つの橋梁で社会実験が行
った。これは、民間主体が主
導する質の高い橋梁維持管理
活動を通じて、これらの橋の
魅力をさらに高めることを目
的としている。 

日常活動

デザインモジュールの作成

イベント配信と参加状況のデータ分析

スペースレンタルの登録

オフェス
展覧会、イベント

日常生活におけるモジュールの検証

管理・運営に関するマニュアル作成

多様なシーンへの モジュール展開2

3 4

1. 環境問題

2. 可逆的
デザイン

3. 運営体制の構築

1. オンラインシス
テムを導入する

2. 現地アンケート
とデータ収集

持続可能な運営体制
の不足

背景と問題をふまえ
て、戦略を立てる

現場の問題点を評価し、モ
ジュール設計を再検討する

具体的な設計を実施する 

A. 橋上空間の課題

B. デザインメソッド C. 計画の実行

D. フィードバックループ

2. 市民の参加・
関与が不十分

文化財としての橋
の保護制限

1、市民のニーズに対応して、
モジュール型空間を創出する

町橋システム 再生
デザインフレーム

大阪町橋システム

デザインコンセプト
今回のデザインは、敷地の現状に基づき、可逆的なモジュール化の空間戦略によって環境の質を高める
ことを目指す。そして、フィードバックと運営の仕組みを確立することで、空間の最適化を実現する。空間
を改善することだけではなく、持続可能な意識とガバナンスの構築にも貢献したいと考えている。

戦略面では、「可逆的モジュール化」と「持続可能な運営マネジメント」を並行して進める。

モジュール化は、柔軟かつ可逆的な対策を保証し、それぞれの場所に合わせた迅速な対応を可能にする。

持続可能な運営マネジメントは、協議による共同管理を通じて、更新プロセスと成果が持続可能かつ横
展開可能であることを担保する。

実施面では、まず複数の橋でパイロットプロジェクトを先行させ、短期的な成果を迅速に示す。次に、中
期的な制度化を進めて標準的なプロセスを形成し、最終的に、大阪の「町橋システム・再生実行マニュア
ル」として集約し、市内 808 の町橋への展開に向ける枠組みを提供したいと考えている。

このデザイン枠組みにより、橋は単なる交通施設ではなく、市民、文化、公共生活を結びつける中心的な
ノードとして再活性化される。そして、大阪の「町橋システム」全体の更新に、持続可能な活力を注入す
ることを期待している。



本町橋・生活空間ラボ

ユニット1：900*900MM（寸法）

ユニット１*４ユニット１*9

シートユニット

オフェスユニット

緑のユニット

多媒体手册推广

モジュールの組み合わせ
ライト 展示パネル

コミュニティ 休憩 ワークショップオフェス 展覧会 読書 / スタディ 地域マルチメディア

展覧会

休憩スペース

他の町橋テラスの空間活用モジュールを活用した、他の橋テラスの空間展開
BRIDGE
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本町橋橋詰広場・再生計画 -2025
基礎モジュール設計
移動モジュール 生活モジュール イベントモジュール

イベントシーン

生活シーン
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 Revitalization

　アプリを使って、町橋のモジュールマニュアルを共有して、　
空間でのイベントがやりやすくなるようにする。


